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平
成
25
年
３
月
定
例
会
は
、
３

月
１
日
、
44
件
の
提
出
議
案
が
示

さ
れ
、
開
会
し
ま
し
た
。
ま
た
７

日
に
は
、
平
成
24
年
度
白
河
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
を

は
じ
め
、
13
件
の
特
別
会
計
補
正

予
算
が
追
加
議
案
と
し
て
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
16
名
の
議
員
に
よ
る
一

般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
、
各
常
任
委
員
会

の
審
査
を
経
て
追
加
議
案
３
件
を

含
め
全
議
案
が
、
原
案
の
と
お
り

可
決
承
認
ま
た
は
同
意
さ
れ
19
日

に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
が
、
336
億
１
千
万
円
と
過
去

最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
大
幅
に
増
額
と
な
っ

た
除
染
対
策
経
費
約
74
億
円
が
あ

り
ま
す
。
（
４
ペ
ー
ジ
表
１
）
本

予
算
に
お
け
る
重
点
推
進
事
項
は
、

１
．
原
子
力
災
害
の
克
服
２
．
市

民
生
活
の
充
実
３
．
安
全
で
快
適

な
暮
ら
し
の
実
現
４
．
産
業
・
経

済
の
復
興
５
．
魅
力
あ
る
地
域
と

人
づ
く
り
。
と
あ
り
、
そ
の
中
で

主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
白
河
市
自
治
基
本
条
例
策
定
事
業

72
万
２
千
円　

【
企
画
政
策
課
】

　

「
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
考
え
、

自
ら
の
責
任
で
決
め
る
」
と
い
う

原
則
に
基
づ
き
、
市
民
・
議
会
・

行
政
が
一
体
で
地
域
を
創
る
基
本

ル
ー
ル
と
な
る
自
治
基
本
条
例
を

策
定
（
条
例
起
草
）
す
る
。

●
地
方
バ
ス
路
線
維
持
対
策
事
業

４
０
４
７
万
９
千
円

　
　
　
　
　
　

【
地
域
支
援
課
】

　

市
民
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
な

路
線
バ
ス
の
運
行
を
維
持
す
る
た

め
、
バ
ス
事
業
者
に
対
し
補
助
金

を
交
付
す
る
。

●
循
環
バ
ス
運
行
事
業

２
０
４
２
万
７
千
円

　
　
　
　
　
　

【
地
域
支
援
課
】

　

市
民
の
通
院
・
通
学
・
買
い
物

等
の
移
動
の
た
め
循
環
バ
ス
を
運

行
す
る
。
な
お
、
新
年
度
よ
り
、

土
曜
日
の
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

●
小
野
田
小
学
校
児
童
増
加
促
進

対
策
事
業

105
万
円　
　

【
東
庁
舎
総
務
課
】

　

小
野
田
小
学
校
児
童
増
加
促
進

対
策
の
新
規
事
業
と
し
て
、
学
区

内
に
第
５
期
宅
地
造
成
を
行
う
た

め
の
事
業
用
地
の
選
定
や
造
成
費

用
等
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

●
集
会
所
整
備
事
業

１
億
４
１
１
２
万
７
千
円

　
　
　
　
　
　

【
地
域
支
援
課
】

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
老
朽
化
し
た

集
会
所
の
改
築
等
を
実
施
す
る
。

　

改
築
・
Ａ
タ
イ
プ
（
50
世
帯
以

上
・
32
坪
）
×
７
棟
。

●
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

４
３
２
７
万
９
千
円

　
　
　
　
　
　

【
社
会
福
祉
課
】

　

運
営
費
補
助
４
１
２
７
万
９
千

円
、
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
維
持

管
理
費
補
助
200
万
円
。

●
重
度
障
が
い
者
支
援
事
業

１
億
１
３
５
６
万
３
千
円

　
　
　
　
　
　

【
社
会
福
祉
課
】

　

重
度
障
が
い
者
に
対
し
、
医
療

費
等
を
支
給
す
る
。

①
人
口
透
析
患
者
通
院
交
通
費
補

助
330
万
円
。
②
在
宅
重
度
障
が
い

者
対
策
110
万
４
千
円
。
③
重
度
心

身
障
が
い
者
医
療
１
億
800
万
円
。

④
そ
の
他
関
連
経
費
115
万
９
千
円
。

●
敬
老
会
事
業

２
３
７
６
万
円
【
高
齢
福
祉
課
】

　

満
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
招
待

し
、
敬
老
会
を
開
催
す
る
。
敬
老

祝
金
は
、
一
人
当
た
り
２
千
円
の

商
品
券
。
ま
た
、
記
念
品
と
し
て

よ
う
か
ん
、
米
寿
の
方
に
は
座
布

団
を
贈
る
予
定
。

●
勤
労
者
金
融
対
策
事
業

１
０
０
０
万
円
【
商
工
観
光
課
】

　

市
内
勤
労
者
融
資
の
原
資
と
す

る
た
め
、
金
融
機
関
に
対
し
て
預

託
す
る
。
（
東
北
労
働
金
庫
預
託

金
）

●
有
害
狩
猟
鳥
獣
捕
獲
事
業

311
万
５
千
円　
　
　

【
農
政
課
】

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
・
生

活
環
境
へ
の
被
害
防
止
の
た
め
、

鳥
獣
捕
獲
事
務
及
び
捕
獲
隊
へ
の

支
援
を
行
う
。

　

新
た
に
有
害
狩
猟
鳥
獣
捕
獲
報

奨
と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
一
頭
当
た

り
１
万
円
を
交
付
す
る
。

●
食
品
放
射
能
測
定
シ
ス
テ
ム
検

査
事
業

２
２
８
９
万
９
千
円

　
　
　
　
　
　

【
学
校
教
育
課
】

　

小
・
中
学
校
の
給
食
に
用
い
る

食
材
を
検
査
す
る
食
品
放
射
能
測

定
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
、
安
全
・

安
心
な
給
食
を
提
供
す
る
。

●
白
河
中
央
中
学
校
建
設
事
業

７
６
７
２
万
５
千
円

　
　
　
　
　
　

【
教
育
総
務
課
】

　

旧
校
舎
一
部
の
解
体
工
事
な
ど

を
実
施
す
る
。

平成25.3月定例会

25年当初予算一般会計336億1千万円。
特別会計を含め513億9327万4千円となる。

放射能除染対策費74億円決まる放射能除染対策費74億円決まる
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●
表
郷
幼
稚
園
建
設
事
業

２
億
３
５
２
８
万
７
千
円

　
　
　
　
　
　
　

【
こ
ど
も
課
】

　

園
舎
建
設
工
事
を
進
め
る
と
と

も
に
、
旧
園
舎
の
解
体
工
事
な
ど

を
実
施
す
る
。

●
市
民
文
化
会
館
建
設
事
業

２
億
３
４
０
１
万
４
千
円

　
　
　

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
】

　

市
民
の
文
化
芸
術
活
動
の
交
流

拠
点
と
し
て
、
市
民
文
化
会
館
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
賑
わ
い

創
出
を
図
る
も
の
で
、
平
成
25
年

度
は
、
本
体
建
設
工
事
や
物
件
移

転
補
償
な
ど
を
実
施
す
る
。

　

今
定
例
会
は
、
新
年
度
に
向
け

条
例
の
改
正
等
が
19
件
と
多
数
提

案
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
主
な
条
例

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
白
河
市
行
政
セ
ン
タ
ー
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

白
河
市
旗
宿
行
政
セ
ン
タ
ー
の

施
設
改
築
に
伴
い
、
地
域
の
要
望

等
を
受
け
て
名
称
を
「
白
河
市
古

関
行
政
セ
ン
タ
ー
」
に
変
更
す
る

も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

◆
白
河
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

主
な
も
の
と
し
て
、
市
長
が
委

嘱
し
て
い
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
員

が
非
常
勤
の
公
務
員
と
し
て
身
分

保
障
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
年
額

１
万
５
０
０
０
円
の
活
動
報
酬
を

支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

◆
白
河
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
を

図
る
こ
と
か
ら
、
実
施
日
及
び
実

施
時
間
を
拡
大
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

①
休
業
日
を
日
曜
日
の
み
と
す
る
。

②
実
施
時
間
を
午
後
１
時
か
ら
午

後
７
時
ま
で
と
し
、
終
了
時
間
を

１
時
間
延
長
す
る
。
ま
た
、
学
校

の
休
業
日
（
長
期
休
業
中
）
は
、

午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま

で
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
開
始
時

間
を
１
時
間
早
く
開
始
し
、
終
了

時
間
を
１
時
間
延
長
す
る
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

◆
白
河
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

白
河
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
葬
祭
費
の
支
給
額
の
増
額
を

図
る
た
め
の
も
の
で
、
被
保
険
者

が
死
亡
し
た
と
き
の
葬
祭
費
の
支

給
額
を
３
万
円
か
ら
５
万
円
に
増

額
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

　

同
日
前
の
死
亡
に
係
る
葬
祭
費

は
、
従
前
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

◆
白
河
市
簡
易
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

簡
易
水
道
事
業
の
料
金
・
加
入

金
を
統
一
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

平
成
21
年
10
月
に
本
市
の
上
水

道
事
業
の
料
金
・
加
入
金
の
統
一

が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
白
河
地

区
の
東
部
・
五
箇
・
旗
宿
の
３
簡

易
水
道
事
業
及
び
大
信
簡
易
水
道

事
業
に
つ
い
て
も
料
金
・
加
入
金

の
統
一
を
図
る
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
。

◆
白
河
市
職
員
の
退
職
手
当
支
給

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

国
家
公
務
員
の
退
職
給
付
の
給

付
水
準
の
見
直
し
等
の
た
め
の
国

家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
及
び
福
島
県
職

員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
準
じ

本
市
職
員
の
退
職
手
当
支
給
水
準

の
引
き
下
げ
等
を
行
う
た
め
の
も

の
で
段
階
的
に
引
き
下
げ
る
も
の

で
す
。

調
整
率

・
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

　

26
年
３
月
31
日
ま
で

　

100
分
の
98

・
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

　

27
年
３
月
31
日
ま
で

　

100
分
の
92

・
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降

　

100
分
の
87

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

◆
白
河
市
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
白

河
市
東
文
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者

白
河
市
中
田
140
番
地
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
カ
ル
チ
ャ

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

　

期
間
は
、
平
成
25
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
。

●
矢
吹
町
、
泉
崎
村
、
中
島
村
及

び
白
河
市
火
葬
場
協
議
会
か
ら
の

脱
退
に
つ
い
て

　

旧
大
信
村
が
矢
吹
町
の
火
葬
場

を
利
用
し
て
い
た
た
め
、
平
成
17

年
11
月
７
日
の
合
併
に
伴
い
、
本

市
が
「
矢
吹
町
、
泉
崎
村
、
中
島

村
及
び
白
河
市
火
葬
場
協
議
会
」

に
大
信
地
域
を
対
象
と
し
て
加
入

し
ま
し
た
。

　

当
該
協
議
会
の
管
理
及
び
運
営

に
関
す
る
協
定
に
お
い
て
、
本
市

が
協
議
会
に
加
入
す
る
期
間
を
合

併
時
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま

で
と
定
め
て
い
た
た
め
、
当
該
協

議
会
か
ら
脱
退
す
る
も
の
で
す
。

●
関
川
窪
・
松
風
の
里
・
八
竜
神

市
営
住
宅
建
設
事
業
建
築
工
事
請

負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

変
更
理
由
は
、
公
共
及
び
民
間

施
設
災
害
復
旧
工
事
等
の
増
加
に

伴
い
、
労
務
・
資
材
等
の
調
達
に

日
数
を
要
し
た
た
め
、
工
事
期
間

を
平
成
24
年
10
月
４
日
か
ら
平
成

25
年
12
月
20
日
ま
で
と
す
る
も
の

で
す
。

○
関
川
窪
市
営
住
宅
２
・
３
号
棟
。

○
松
風
の
里
市
営
住
宅
６
号
棟
。

○
八
竜
神
市
営
住
宅
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

号
棟
。

八竜神市営住宅完成予想図


